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接続先として、下記を設定できます。ただし、契約しているオプションおよび着信番号に限ります。
・�着信番号
・�ACD�グループ
・�発信地域ルーティング
・�発信電話番号ルーティング
・�発信局番ルーティング
・�発信端末種別ルーティング
・�入力指示ルーティング（インテリジェントサービスのみ）
※接続先としてルーティングを組み合わせて設定する場合は、１０段まで組み合わせが可能です。

コールフロースケジュール設定は、「コールフローパターン」、「時間帯パターン」および「スケジュール」の3つを組
み合わせて設定します。

コールフローパターンを1日のスケジュールに1分単位で10時間帯まで設定できます。

各種ルーティングなどを組合せ、コールフローを設定できます。

時間帯パターン

コールフローパターン

時間帯パターン01 時間帯パターン02

コールフローパターン ２０

コールフロー
パターン「２０」

コールフロー
パターン「１０」

コールフロー
パターン「２０」

コールフロー
パターン「２０」

00：00 00：0009：00 18：00 24：00 24：00

10時間帯まで設定できます

1時間帯 2時間帯 3時間帯

コールフローパターン １０
発信地域ルーティング01

1、2、3、4

5、6、7、8、9

03×××××××1 03×××××××10120××××××

0120××××××
06×××××××2

※発信地域指定コード
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必ずお読みください。！ ご注意

上表のように時間帯パターンを
設定する場合、＜曜日スケ
ジュール＞を設定します。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

時間帯パターン02 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン01 時間帯パターン02

●�スケジュールを設定していない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機
能します。

例）下記のようにスケジュール設定した場合
�・1月1日は曜日スケジュールの日曜日に設定している時間帯パターン「02」が動作
�・1月2日は祝日スケジュールに設定している時間帯パターン「03」が動作
�・1月9日はカレンダースケジュールに設定している時間帯パターン「02」が動作

祝
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

スケジュールを組み合わせて利用する場合
曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダース
ケジュール、2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

＜祝日の設定について＞
祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日と
なり、日曜日は曜日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターン
が動作します。

スケジュール
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜カレンダースケジュール＞ごとに時間帯パターンを設定できます。
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スケジュールを設定できるメニューには、それぞれに時間帯パターンとスケジュールがあります。各メ
ニューごとに時間帯パターンとスケジュールを設定してください。
スケジュールの優先順位は下記のとおりです。

サービス番号単位で時間外案内ガイダンスまたは受付先変更を設定している場合、コールフロースケ
ジュール設定は機能せず、時間外案内ガイダンスまたは受付先変更が機能します。

スケジュール設定の可能なメニューとスケジュールの優先順位について

時間外案内ガイダンスまたは受付先変更をご利用のお客さまへ

「1.時間外･受付先変更設定」 
（ＡＣＤグループ別）

優先順位4

優先順位6
「２.回線数変更設定」

「２０.待合せ設定」

優先順位1 「1.時間外･受付先変更設定」
（サービス番号別）

優先順位２ 「６．コールフロースケジュー
ル設定」

優先順位３

「1.時間外･受付先変更設定」
（着信番号別）優先順位５

「４.分配比設定」

優
先
順
位

低

高
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サービス番号「0120XXXXXX」
コールフローパターン（パターンID︓０１、パターン名︓携帯振り分け）の設定内容を次のように変更・
廃止します。携帯電話・衛星電話以外の接続先に発信地域ルーティングを設定します。

変更例

◆次の変更例で、コールフローパターンを変更・廃止する方法について説明します。

コールフローパターンを変更・廃止する6 -1

該当の「表示」ボタンをクリックします。

➡選択したコールフローパターンの設
定情報が表示されます。

1

01.運用状況 01.コールフローパターン変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

「コールフローパターン名」に「携帯＋
地域振り分け」と入力します。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、コールフローパターン名が
更新されます。

＜コールフロー情報＞の接続先リストの
「表示」ボタンをクリックします。（画面C）

➡発信端末種別ルーティングの接続先リ
ストが表示されます。

＜未使用ルーティング情報＞は、
契約しているルーティングが表示されま
す。

コールフローパターンを変更する場合

2

4

参考

コールフローパターン名：携帯振り分け

コールフローパターン名：携帯＋地域振り分け

携帯電話・衛星電話

衛星電話

携帯電話・衛星電話以外

携帯電話・
衛星電話以外

東日本

西日本

03XXXXXXX2

03XXXXXXX1

03XXXXXXX2

03XXXXXXX1

06XXXXXXX3

0120XXXXXX

0120XXXXXX

発信端末種別ルーティング
（ルーティングID：21、
ルーティング名：携帯振り分け）

発信端末種別ルーティング
（ルーティングID：21、
ルーティング名：携帯振り
分け）

発信地域ルーティング
（ルーティングID:31、
ルーティング名：地域振り分け）

●C

●A

●B

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）

携帯電話・
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<NTT地域電話＞に必要な項目を入力
します。（画面A）
●「接続先区分」から「発信地域ルー
ティング」を選択します。
「接続先番号」に「31」を入力します。

●＜公衆電話＞＜NTTCom電話＞＜他社
直収＞も同様に設定します。（画面
BCD）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、コールフローパターンが更
新されます。

参考�設定項目の詳細については、P90�
「補足」を参照してください。

5

●各ルーティングの「ルーティング基本情報」「接続先リスト」の「表示」ボ
タンをクリックすると、選択したルーティングの基本情報および接続先
リストを変更することもできます。

便利な
使い方

コールフローパターンを廃止する場合

「廃止」チェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、コールフローパターンが廃
止されます。

時間帯パターンに設定されてい
るコールフローパターンを廃止すること
はできません。時間帯パターンの変更
については、P91を参照してくださ
い。また、コールフローパターン
ID「00」は基本コールフローとなるた
め、廃止できません。

参考

7

必ずお読みください。

●コールフローパターンを有効にするには、時間帯パターンおよびスケジュールに設定する必要があります。時間帯パ
ターンの変更についてはP91、スケジュールの変更についてはP96を参照してください。
●接続先としてルーティングを組み合わせて設定する場合は、10段まで組み合わせが可能です。

！ ご注意

●A

●B

●A

●B

●C

●D

●E

6
「保存」ボタンをクリックします。
（画面E）

8
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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サービス番号「0120XXXXXX」
コールフローパターン（パターンID：０１、パターン名：携帯＋地域振り分け）の設定内容を照会します。照会例

◆次の照会例で、コールフローパターンの設定内容を照会する方法について説明します。

コールフローパターンを照会する6 -2

01.運用状況 01.コールフローパターン照会

カスコン業務メニュー 03.コールフロー照会
画面を表示するには

必要な項目を確認します。

段数
コールフローの段数です。
接続先区分
コールフローの接続方法です。接続方法
には、着信番号、ACDグループ、各種
ルーティングがあります。
接続先番号
接続先の番号です。接続先区分がルー
ティング、ACDグループの場合はそれぞ
れのID、着信番号の場合は着信番号にな
ります。

＜未使用ルーティング情報＞は、
契約しているルーティングが表示されま
す。

2

参考
●各ルーティングの「ルーティング管理」「ル−ティング基本情報」「接続先
リスト」の「表示」ボタンをクリックすると、選択したルーティングの基本
情報および接続先リストが表示されます。

便利な
使い方

該当の「表示」ボタンをクリックします。

➡選択したコールフローパターンの設
定情報が表示されます。

1

コールフローパターン名：携帯振り分け

コールフローパターン名：携帯＋地域振り分け

移動体・衛星電話

携帯電話・
衛星電話

移動体・衛星電話以外

衛星電話以外

東日本

西日本

03XXXXXXX2

03XXXXXXX1

03XXXXXXX2

03XXXXXXX1

06XXXXXXX3

0120XXXXXX

0120XXXXXX

発信端末種別ルーティング
（ルーティングID：21、
ルーティング名：携帯振り分け）

発信端末種別ルーティング
（ルーティングID：21、
ルーティング名：携帯振り
分け）

発信地域ルーティング
（ルーティングID:31、
ルーティング名：地域振り分け）携帯電話・
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◆次の作成例で、コールフローパターンを作成する方法について説明します。

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡コールフローパターンの設定項目が
表示されます。

サービス番号「0120XXXXXX」
コールフローパターン（パターンID：０２、パターン名：地域振り分け）を作成し、次のように設定します。作成例

コールフローパターンを作成する6 -3

1

01 運用状況 01.コールフローパターン変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

と入力します。
●「コールフローパターン名」に「地域
振り分け」と入力します。（画面A）
●＜コールフロー情報＞「接続先区分」
から「発信地域ルーティング」を選択
します。
　「接続先番号」に「31」と入力します。
（画面B）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、コールフローパターンが作
成されます。

＜未使用ルーティング情報＞は、
契約しているルーティングが表示されま
す。

●各ルーティングの「ルーティング基本情報」「接続先リスト」の「表示」ボ
タンをクリックすると、選択したルーティングの基本情報および接続先
リストを変更することもできます。

便利な
使い方

参考

必ずお読みください。

●コールフローパターンを有効にするには、時間帯パターンおよびスケジュールに設定する必要があります。時間帯パ
ターンの変更についてはP91、スケジュールの変更についてはP96を参照してください。
●接続先としてルーティングを組み合わせて設定する場合は、10段まで組み合わせが可能です。

！ ご注意

●コールフローパターンは、100個まで作成できます。
●コールフローパターンIDには、「00」～「99」の数字を入力します。ただし、すでに登録されているIDは設定できません。
●コールフローパターン名は、全角20文字（半角40文字、ただし半角カナは設定不可）で設定します。

補足

東日本

西日本

03XXXXXXX1

06XXXXXXX3
0120XXXXXX

発信地域ルーティング
（ルーティングID：31、
ルーティング名：地域振り分け）

●A

●B

●C

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）

2
必要な項目を入力します。
●「コールフローパターンID」に「０２」



91

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

コ
ー
ル
フ
ロ
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
時
間
帯
パ
タ
ー
ン
を
変
更
・
廃
止
す
る

6
︲
4

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

◆次の変更例で、時間帯パターンを変更・廃止する方法について説明します。

該当の「選択」ボタンをクリックします。

➡選択した時間帯パターンの設定情報
が表示されます。

時間帯パターンを変更・廃止する6 -4

コールフロー
パターン「０２」

コールフロー
パターン「00」

コールフロー
パターン「00」

コールフロー
パターン「０２」

00：00 09：00 12：00 13：00 18：00

コールフロー
パターン「０２」

コールフロー
パターン「00」

コールフロー
パターン「０２」

00：00 09：00 18：00 24：00 24：00

コールフローパターン「０２」

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を次のように変更・廃止します。変更例

1

01.運用状況 02.コールフロースケジュール変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

＜時間帯情報一覧＞に必要な項目を入
力します。（画面A）
●項番3の「開始時刻」に「1200」、
「終了時刻」に「1259」と入力しま
す。「コールフローパターンID」に「０２」
と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが更新され
ます。

設定項目の詳細については、P95�
『補足』を参照してください。

時間帯パターンを変更する場合

参考

2

●A
●B

必ずお読みください。
●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P96

を参照してください。
●＜時間帯パターン一覧＞に設定していない時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。コール
フローパターンの設定内容については、P89を参照してください。
●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

！ ご注意

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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「廃止」チェックボックスにチェックをつ
けます。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが廃止され
ます。

時間帯パターンを廃止する場合

参考�スケジュールに設定されている時
間帯パターンを廃止することはできませ
ん。スケジュールの変更については、�
P96を参照してください。

4

必ずお読みください。
●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P96

を参照してください。
●＜時間帯パターン一覧＞に設定していない時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。コール
フローパターンの設定内容については、P89を参照してください。
●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。例えば、
正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

！ ご注意

●B●A

5
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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必ずお読みください。

●＜時間帯パターン一覧＞に設定していない時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。
コールフローパターンの設定内容については、P89を参照してください。

！ ご注意

◆次の照会例で、時間帯パターンの設定内容を照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：01、パターン名：平日用）の設定内容を照会します。照会例

時間帯パターンを照会する6 -5

コールフローパターン「０２」 コールフローパターン「00」 コールフローパターン「０２」

00：00 09：00 18：00 24：00

01.運用状況 02.コールフロースケジュール照会

カスコン業務メニュー 03.コールフロー照会
画面を表示するには

手順 1 はP97の『時間帯パターンを変
更・廃止する』を参照してください。

必要な項目を確認します。
2
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◆次の作成例で、時間帯パターンを作成する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
時間帯パターン（パターンID：02、パターン名：休日用）を作成し、次のように時間帯パターンを設定します。作成例

時間帯パターンを作成する6 -6

コールフローパターン「０１」 コールフローパターン「00」 コールフローパターン「０１」

00：00 10：00 15：00 24：00

01.運用状況 02.コールフロースケジュール変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

「新規作成」ボタンをクリックします。

➡時間帯パターンの設定項目が表示さ
れます。

1

ID」に「02」と入力します。
●「コールフロースケジュールパターン
名」に「休日用」と入力します。

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、時間帯パターンが作成され
ます。

●項番1の「開始時刻」に「0000」、「終
了時刻」に「0959」と入力します。
「コールフローパターンID」に「０１」
と入力します。
●項番2の「開始時刻」に「1500」、「終
了時刻」に「2359」と入力します。
「コールフローパターンID」に「０１」
と入力します。

●A

●B
●C

2
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。（画面A）
●「コールフロースケジュールパターン

3
＜時間帯パターン情報＞に必要な項目
を入力します。（画面B）

4
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）
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●時間帯パターンは20個まで作成できます。
●時間帯パターンは、1パターンにつき10時間帯まで設定できます。
●時間帯パターンIDには、「00」～「ZZ」の数字または英大文字を入力します。ただし、すでに登録されているIDは設定できません。
●時間帯パターン名は、全角20文字（半角40文字、ただし半角カナは設定不可）で設定します。
●開始時刻、終了時刻は00：00をまたがって設定できません。

補足

必ずお読みください。
●時間帯パターンを有効にするには、スケジュールに設定する必要があります。スケジュールの変更については、P96

を参照してください。
●＜時間帯パターン一覧＞に設定していない時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。

コールフローパターンの設定内容については、P89を参照してください。
●「開始時刻」、「終了時刻」は1分単位で設定できます。「終了時刻」は、設定したい時刻の1分前を設定します。たとえ
ば、正午～午後1時まで設定したい場合は、「開始時刻」に「1200」、「終了時刻」に「1259」と設定します。

！ ご注意
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01.運用状況 02.コールフロースケジュール変更

カスコン業務メニュー 04.コールフロー変更
画面を表示するには

◆次の変更例で、スケジュールを変更する方法について説明します。

変更例

＜曜日・祝日スケジュール＞の「土曜」
と「日曜」に「02」を選択します。
（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、＜曜日・祝日スケジュール＞が
更新されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

参考

◆スケジュールの種類および優先順位は下記のとおりです。

スケジュールを変更する6 -7

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。各
設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、

2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜
日スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP 85「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能します。
コールフローパターンの設定内容については、P89を参照してください。

！ ご注意

1
●A ●C

●B

曜日・祝日スケジュールを変更する場合

サービス番号「0120XXXXXX」
次のように＜曜日・祝日スケジュール＞と＜カレンダースケジュール＞に設定されている時間帯パターンを変更します。

優先順位1 カレンダースケジュール 1日ごとにスケジュールを設定できます。
優先順位2 祝日スケジュール 祝日を設定できます。年間を通して同じです。
優先順位3 曜日スケジュール 曜日ごとにスケジュールを設定できます。年間を通して同じです。

曜日スケジュール 土曜、日曜の時間帯パターンID「01」を「02」に変更

祝日スケジュール 時間帯パターンID「02」を設定

カレンダースケジュール ２０１６年10月10日に時間帯パターンID「02」を設定

2
＜曜日・祝日スケジュール＞の「祝日」
に「02」を選択します。（画面B）

3
「保存」ボタンをクリックします。（画面C）
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ます

➡２０１６年１０月のカレンダースケ
ジュールが表示されます。

カレンダースケジュールは、当月
を含め13カ月先まで設定できます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

参考

参考

カレンダースケジュールを変更する場合

＜カレンダースケジュール＞の「10」日
に「02」を選択します。（画面A）

➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、＜カレンダースケジュー
ル＞が更新されます。

●＜カレンダースケジュール＞は、＜期間設定＞から期間を入力して設
定することもできます。（画面C）
●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した
時間帯パターンの内容を変更することもできます。時間帯パターン
の変更については、P91を参照してください。
●＜時間帯パターン情報＞の「新規作成」ボタンをクリックすると、時間
帯パターンを新規作成することもできます。時間帯パターンの作成
については、P94を参照してください。

便利な
使い方

5

●A

●C

●B

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。各
設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。必ず1
カ月単位で設定してください。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、

2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能しま
す。コールフローパターンの設定内容については、P89を参照してください。

！ ご注意

4
「201６年10月」のボタンをクリックし

6
「保存」ボタンをクリックします。（画面B）
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➡「正常に終了しました。」メッセージが
表示され、スケジュールが更新されま
す。

スケジュールを解除する場合

必ずお読みください。

●＜曜日・祝日スケジュール＞＜カレンダースケジュール＞＜期間設定＞は、それぞれ「保存」ボタンが別になります。
各設定ごとの「保存」ボタンをクリックしないと設定されません。
●＜カレンダースケジュール＞は、「保存」ボタンをクリックする前に表示月を切り替えると設定が反映されません。必ず1
カ月単位で設定してください。
●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、

2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能しま
す。コールフローパターンの設定内容については、P89を参照してください。

！ ご注意

7
＜曜日・祝日スケジュール＞または＜カ
レンダースケジュール＞の該当曜日・祝
日または日に「無」を選択します。

8
各設定ごとに「保存」ボタンをクリッ
クします。

参考
＜期間設定＞は期間を入力し、「コールフ
ロースケジュールパターンID」から
「削除」を選択し、「保存」ボタンをク
リックします。



99

2章

カ
ス
タ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
能
編

コ
ー
ル
フ
ロ
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
照
会
す
る

6
︲
8

全
サ
ー
ビ
ス
共
通

オ
プ
シ
ョ
ン

◆次の照会例で、スケジュールを照会する方法について説明します。

サービス番号「0120XXXXXX」
＜曜日・祝日スケジュール＞と２０１６年10月の＜カレンダースケジュール＞を照会します。照会例

＜スケジュール情報＞から「２０１６年
10月」のボタンをクリックします。
（画面A）

➡２０１６年10月のカレンダースケ
ジュールが表示されます。

カレンダースケジュール設定のあ
る月は、ボタンが青色で表示されます。

必要な項目を確認します。

＜曜日スケジュール＞（画面B）
曜日ごとに設定されている「時間帯パ
ターンID」が表示されます。

＜祝日スケジュール＞（画面C）
祝日に設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜カレンダースケジュール＞（画面D）
日ごとに設定されている「時間帯パター
ンID」が表示されます。

＜曜日・祝日スケジュール＞は、
年間を通して同じです。月を切り替えて
も変わりません。

●＜時間帯パターン情報＞の「選択」ボタンをクリックすると、選択した時
間帯パターンの設定内容が表示されます。

●＜曜日・祝日スケジュール＞の曜日・祝日や＜カレンダースケジュー
ル＞の日をクリックすると、設定されている時間帯パターンの設定内
容が表示されます。

便利な
使い方

参考

参考

スケジュールを照会する6 -8

必ずお読みください。

●曜日スケジュール、祝日スケジュール、カレンダースケジュールが重複している場合は、1.カレンダースケジュール、
2.祝日スケジュール、3.曜日スケジュールの順番で設定が優先されます。

●祝日を設定すると、全ての祝日に反映されます。ただし、日曜日が祝日の場合、振替休日が祝日となり、日曜日は曜日
スケジュールまたはカレンダースケジュールに設定されている時間帯パターンが動作します。詳細はP85「スケ
ジュールを組み合わせて利用する場合」を参照してください。
●スケジュールに設定されていない日または時間帯は、コールフローパターンID「00」のコールフローが機能しま
す。コールフローパターンの設定内容については、P89を参照してください。

！ ご注意

1

2

01.運用状況 02 コールフロースケジュール照会

カスコン業務メニュー 03.コールフロー照会
画面を表示するには

●A

●C

●D

●B




